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胚 の 発 育 に と っ て 温 度 変 動 や 紫 外 線 は 悪 影 響 。 ボ

ト ル 内 の 灌 流 液 を 透 明 な チ ュ ー ブ を 用 い 子 宮 角 に 注

入 し 、回 収 す る 採 胚 法 で は 、冬 季 の 外 気 温 に よ り 灌 流

液 の 温 度 が 低 下 す る 可 能 性 が あ り 、 胚 へ の 影 響 が 懸

念 。 外 気 温 0 ℃ で 、 3 7 ℃ に 保 温 し た 屠 体 子 宮 を 用 い 灌

流 試 験 し た 結 果 、1 5 分 後 に ボ ト ル 内 液 の 温 度 は 5 . 9 ℃

低 下 、 回 収 液 と の 温 度 差 は 8 . 3 ℃ で あ っ た 。 市 販 の 輸

液 ウ ォ ー マ ー を 用 い 、ボ ト ル と チ ュ ー ブ を 被 覆 ・ 加 温

し た 結 果 、 ボ ト ル 内 液 の 温 度 低 下 は 1 . 9 ℃ に 抑 制 、 一

方 、回 収 液 と の 温 度 差 は 縮 小 で き ず 。チ ュ ー ブ の 加 温

温 度 と 被 覆 度 を 上 げ た ウ ォ ー マ ー を 試 作 し た と こ ろ 、

ボ ト ル 内 液 と 回 収 液 の 温 度 差 は 4 . 1 ℃ に ま で 縮 小 。さ

ら に チ ュ ー ブ 部 の 電 熱 線 に サ ー モ ス タ ッ ト を 設 置 し

た 結 果 、ボ ト ル 内 液 と 回 収 液 の 温 度 差 は 1 ℃ 未 満 と な

り 、温 度 変 動 を 最 小 限 化 。加 え て ウ ォ ー マ ー は チ ュ ー

ブ の 大 部 分 を 覆 う た め 、紫 外 線 の 遮 蔽 が 可 能 。今 後 は 、

回 収 胚 へ の 影 響 を 調 査 し 、 商 品 化 を 目 指 す 。  


